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スキュレとカリュブディス

Book II. Odyssey
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セイレーン
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第12回 2021年4月

第12挿話

キュクロプス

Book II. Odyssey
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第13挿話

ナウシカア

Book II. Odyssey

第14回 2021年8月

第14挿話

太陽神の牛

Book II. Odyssey

第15回 2021年10月

第15挿話

キルケ

Book II. Odyssey

第16回 2021年12月

第16挿話

エウマイオス

Book III. Nostos

第17回 2022年2月

第17挿話

イタケ

Book III. Nostos

第18回 2022年4月

第18挿話

ペネロペイア

Book III. Nostos

第19回 2022年6月16日

記念イベント？

『ユリシーズ』とノートテイキング

© 三月うさぎ（兄）さん @march_hare_bro

©オクスタ製文さん @oksta7

©yoshimo mai @yoshino314

©トマトが主食のかぼちゃさん@sleepmyrtle

©きのさん@keni_keno

月と牧人ひつじを@melacavobene

第1挿話の復習

第2挿話の復習

第3挿話の復習

第2挿話の復習

第4挿話の復習

第３挿話の波の描写について

Kino 好物日記 (Hatena Blog) https://kinokeno.hatenablog.com/entry/2019/12/31/162126

三月うさぎ（兄）@march_hare_bro, Twitter, 2020年1月7火 <https://twitter.com/march_hare_bro/status/1214516577984339970>

第３挿話の波の描写について

第３挿話の波の描写について
二人の連れている犬が潮の差してくる砂州をあっちこっちへ動き、
ちょんちょこ駆けては、どこそこかまわずくんくん嗅ぐ。前世で失
くしたものを探してるのか。いきなり跳ね兎みたいに駆け出した
ぞ。両耳を後ろへはせらせて、低く掠め飛ぶ一羽の鴎の影を追う。
男のピーッと吹いた口笛が犬のくにゃっとした耳を打つ。犬はく
るっと向き直り、ぴょんぴょん引き返し、近くへ駆け寄り、潮しぶ
きの跳ねがちかちか光る脚を見せて駆け回る。黄褐色紋地に牡鹿一
う

こ きょしゅ

頭、右顧挙手（trippant）、自然色（proper）、無着衣
（unattired）。潮のレース縁で止って両前足を突っ張り、海方向に
耳先を突き出す。鼻面を持ち上げて波音に、寄せくる海驢の群に吠
えたてる。相手はその足もとへとうねり寄せ、数多の波頭をもたげ
てはひろげて、九つめごとに、砕け、飛び散り、遠くから、さらに
遠くから、波また波。
image: Book of Traceable Heraldic Art http://heraldicart.org/trippant/

第３挿話の波の描写について

Their dog ambled about a bank of dwindling sand, trotting, sniffing on all
sides. Looking for something lost in a past life. Suddenly he made off
like a bounding hare, ears flung back, chasing the shadow of a
lowskimming gull. The man’s shrieked whistle struck his limp ears. He
turned, bounded back, came nearer, trotted on twinkling shanks. On a
field tenney a buck, trippant, proper, unattired. At the lacefringe of the
tide he halted with stiff forehoofs, seawardpointed ears. His snout lifted
barked at the wavenoise, herds of seamorse. They serpented towards his
feet, curling, unfurling many crests, every ninth, breaking, plashing, from
far, from farther out, waves and waves.
Protean Dogと”nebeneinander”（順次連続するもの）としての波）
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Otto Weininger, Über die Letzten Dinge (1904/1907) / On Last
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cf. Wim Van Mierlo, “The Subject Notebook: A Nexus in the
Composition History of Ulysses—A Preliminary Analysis,
Genetic Joyce Studies, vol. 7, 2007.
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Fig. Ivan Aivazovsky (1817-1900),
“The Ninth Wave (1850)
“In Irish mythology the ninth wave out
from land was considered to be a
magical boundary.” (Gifford, Ulysses
Annotated, p.60)
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第３挿話の波の描写について

“When the sense is sleep, the words go to sleep. When the
sense is dancing, the words dance” (Samuel Beckett)
「ここでは、形式がまさに内容であり、内容がすなわち形式である。皆さま
は、これ〔『フィネガンズ・ウェイク』〕は英語で書かれたものではないと
不平をおっしゃる。これは書かれてさえいないのである。読まれてはならな
い―いやむしろ、読まれるだけであってはならないのだ。目で見、耳で聴か
なければならない。氏の文章はなにかについて書いたものではなく、そのな
にかそのものなのである。……意味が眠りであるとき、言葉も眠りにつく。
意味が踊りであるとき、言葉も踊る。」
サミュエル・ベケット『ジョイス論・プルースト論』高橋康也訳, 白水社, pp.
106-07；強調は引用者

第5挿話

食蓮人たち

第5挿話

食蓮人たち

第3挿話のテーマパネル
海

波

砂

貝

風

浜

潮

浜

馬

犬

女

男

馬

鴎

鳩

神

目

耳

靴

足

口

歯

臍

洟

死

産

詩

韻

巴

触

汚

溺

第5挿話のテーマパネル
郵

喪

花

茶

東

屍

温

浮

酔

香

水

植

歩

帽

光

沈

紙

聖

性

馬

猫

薬

歌

浴

式

棒

車

喫

煙

石

賭

体

流れる意識と流れる音
He crossed Townsend street, passed the frowning face of Bethel. El,
yes: house of: Aleph, Beth. (U 5. 10-11)（タウゼンド通りを渡って、ベセ
ルのいかめしい顔をすぎる。エル、そう。の家。アレフ、ベース。（U-Y
5. 127）
Met her once in the park. In the dark. What a lark. （U 5. 13-14）（あの
娘とは公園の出会い。あたりは真っ暗い。なんとまこいつは愉快も愉快。
U-Y 5. 127）
The college curriculum. Cracking curriculum. （U 5.42-43）（大学進学カ
リキュラム。ぽきぽき指導カリキュラム。U-Y 5. 128)
“……hypnotised like. Eyes front. Mark time. Table: able. Bed: ed. The
Kingʼs own”（......催眠術にでもかかったような。気をつけィ。足踏みィ。
おいっち、にィ。おいっち、にィ。国王直属のか。）

第5回読書会
受付開始 13:15~13:30
第1部

13:30~14:45

休憩

14:45-15:00

第2部

15:00~17:00

サプライズ企画
懇親会

17:30~17:30

17:40~

＊店内は電子タバコを含め全面禁煙です。
＊会場内での写真撮影についてのお願い

特別企画 Stephensʼ Secret Signatures

次回の第6回読書会（第6挿話）は4月26日（日）に、
東京・神保町Book House Cafeにて開催します。
予約開始日はtwitter（@YMINAMITANI）と
Stephens Workshopのホームページでお知らせします。
よろしければアンケートをご記入いただき、受付にご提出
ください。懇親会に参加されない方はオレンジのネームプ
レートを受付にご返却ください。
本日はご来場いただき、誠にありがとうございました。

